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参考資料６：やさしい日本語版

子どもや外国人等を対象に作成した「わたしの避難計画―やさしい日本語版」を紹介します。

●「わたしの避難計画―やさしい日本語版」作成例

●「作成ガイド―やさしい日本語版」作成例

住民からの意見

・外国人などには難しい漢

字や専門用語が多く、作

成が難しいのではない

か。

市町からの意見

・やさしい日本語版がある

と、学校教育にも活用で

きるのではないか。
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参考資料７：応用事例

市町の既存資料を活用した例：河津町

市町によっては、「わたしの避難計画」と同様の取組みを先行して行なっている市町がありま

す。その場合は、既存の様式を活用した「わたしの避難計画」の作成も検討しましょう。

●市町の既存資料を活用した例：河津町

町からの意見

・「河津町防災ガイドブック」の「避難カ

ード」の作成を住民へ促している。この

様式を踏襲した形で作成して欲しい

ポイント

「河津町防災ガイドブック」に使用され

ている「避難カード」を、「わたしの避

難計画」として活用
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「わたしの避難計画」のみで作成が可能な例：焼津市

住民の中では、ハザードマップ等を熟知している住民の方もいらっしゃいます。そのような方

を対象に、「わたしの避難計画」のみで作成が可能（作成ガイドは参考資料扱い）な例を紹介し

ます。

●「わたしの避難計画」のみで作成が可能な例：焼津市

住民からの意見

・自宅の災害リスクは、ハザードマップ等で既に把握している。

・「作成ガイド」を見ながら「わたしの避難計画」を記入するという流れが分かりづらい。「わた

しの避難計画」のみで作成ができるような資料構成も可能ではないか？

ポイント

☑災害リスクを する欄を削除し、「作成ガイド」内のフ

ロー図を「わたしの避難計画」へ統合
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住民同士の声掛け避難の記載例：菊川市

避難に時間がかかる高齢者世帯等の早期避難を促すため、「わたしの避難計画」の中に「住民

同士の声掛け避難」を追記した例を紹介します。

●住民同士の声掛け避難の記載例：菊川市

市からの意見

・早期避難が難しい世帯を、どう避難させるかが課題と感じている。近隣の避難が必要な世帯の

名前を記載する「声掛け先」が欲しい。
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高潮編の作成例：南伊豆町

静岡県では伊豆半島や駿河湾などの県内沿岸地域において、高潮津波浸水想定区域図の作成を

進めています。住民等の要望に応じて、高潮に対応した「わたしの避難計画」の作成も検討しま

しょう。

●高潮編の作成例：南伊豆町

ポイント

・高潮浸水想定区域図に基づき

災害リスクを確認しましょう

※ 高潮浸水想定区域図がない場合、

過去の浸水リスク等を参考に、避

難先等を確認しよう
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持出品リストの記載例：清水町

いざという時のため、持出品をあらかじめ決めておくことが早期避難に繋がります。「持出品

リスト」を掲載した「わたしの避難計画」の作成も検討しましょう。

●持出品リストの記載例：清水町

住民からの意見

・避難先へ避難する前に、持ち出し品を確認したい。持ち出し品を確認出来るチェックリストが

ほしい。
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南海トラフ地震臨時情報の記載例：御前崎市

令和元年５月より運用が開始された「南海トラフ地震臨時情報」を取り扱った事例（御前崎

市）を紹介します。南海トラフ地震臨時情報が発表された場合、長期の避難生活が余儀なくされ

ることもあります。そのため、事前に避難先を検討しましょう。

●南海トラフ地震臨時情報の記載例：御前崎市

ポイント

「南海トラフ地震臨時情報」発表

時における避難先・避難のタイミ

ングを、検討しよう
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避難経路図の作成：牧之原市

「避難場所までのリスクまでを含めて検討する必要があり、避難経路の記載欄が欲しい」との意

見を受け、わたしの避難計画の裏面に避難経路の記入スペースを設け、知識ブックに書き方を記載

しました。

●避難経路図の記載例：牧之原市

わたしの避難計画（裏面） 知識ブック

住民からの意見

・避難先までの避難経路を考えなくてもよいのか。


